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研究成果の概要（和文）： 

介護予防健診から結果報告会へと続く一連の保健事業、介護予防事業を包括的に取り入れた

群馬県草津町の「介護予防推進システム」の経済的評価を行った。その結果、過去に健診を受

診し、かつ健診結果報告会にも出席した高齢者は、そうでない高齢者と比較して将来的に医療・

介護費用を抑制していることが確認できた。また、その費用対効果の可能性も示唆することが

できた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In this research, I evaluate “the system promoting preventive care” in Kusatsu town, 
Gunma pref., from the viewpoint of economics, and in this system a series of services on 
insurance or preventive care, which go on from checkups of preventive care to meetings to 
report the result, is comprehensively included. The result of the evaluation shows that the 
elderly who have been given checkups and have been present in the meetings to report the 
result pay lower medical-care costs in the future than the elderly who have not belonged in 
that situation do so. Also, this result indicates the expectation of the cost effectiveness. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2010 年度 700,000 210,000 910,000 

2011 年度 1,400,000 420,000 1,820,000 

2012 年度    

  年度    

総 計 3,600,000 1,080,000 4,680,000 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者らは平成 13 年度から群馬県草

津町で、地元自治体と共同して地域高齢者全
体を視野に入れた介護予防推進システムを
構築してきた。平成 18 年の改正介護保険法
施行以前から取り組まれてきたこの「介護予
防推進システム」の特徴は、介護予防健診（地

元では「にっこり健診」と呼称、以下介護予
防健診）による心身機能のチェック、健診結
果報告会などを活用した老化予防に関する
健康教育、ハイリスク者に対する介護予防事
業が連続したサービスとして住民に提供さ
れていることである（図）。草津町ではこれ
まで隔年ごとに 65 歳以上（あるいは 70 歳以 
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図 草津町の介護予防推進システム 
 

上）の地域高齢者を対象とした悉皆的健康調
査が実施されてきた。また、平成 14 年度よ
り毎年介護予防健診が実施されてきた。研究
代表者らは、保険者との間で個人情報の取り
扱い要項を定めた上で、加入者の老人医療費
や介護給付費のデータを入手し、これら健康
情報と医療費・介護給付費をリンケージした
データセットを作成してきた。これまで、こ
のデータセットを使用して、介護予防健診の
効果、介護予防事業の効果、そして介護予防
推進システムの地域高齢者全体への波及効
果を分析した。介護予防健診の効果では、健
診を継続受診する群において、老研式活動能
力指標得点で評価した高次生活機能の維持
が有意に認められ、高齢者が自身の健康チェ
ックや健康教育の場として介護予防健診を
利用することにより、その効果が期待できる
ことがわかった。そして、地域全体への波及
効果では、対照地域と比べると、システム構
築後の 4年間で在宅高齢者の老研式活動能力
指標得点の上昇、介護保険新規認定者の平均
年齢の上昇など地域全体の効果も認められ
た。しかし、草津町の介護予防健診による介
護予防効果については、その生活機能維持効
果は認められたものの、健診による費用対効
果は確認できていない。また、介護予防推進
システム自体が、地域高齢者の生活機能の維
持・向上に寄与していることはわかったが、
地域全体の社会コストをどれだけ抑制させ
たかなどは確認できていない。本研究では、
これらを研究課題とした。 
 
２．研究の目的 
介護予防健診から結果報告会などへと続

く一連の保健事業、介護予防事業を包括的に
取り入れた群馬県草津町の「介護予防推進シ
ステム」の経済的評価を行う。具体的には、
町全体の高齢者関連の社会的コスト（老人医
療費、介護費用）が、本システムにより抑制
されているかを分析し、さらにその費用対効
果を検証した。 
 
３．研究の方法 

群馬県草津町でこれまで高齢者を対象と
して実施されてきた悉皆的な健康調査（隔年
で実施）と介護予防健診（毎年実施）からは、
高齢者について自立度や「生活機能低下」、
「閉じこもり」、「易転倒性」、「低栄養」の傾
向などのデータが得られ、これらのデータと
介護保険、医療保険の給付に関する情報がリ
ンクされたデータセットを整備されてきた。
平成 21 年度は、このデータセットの整備・
充実を目的として、介護予防健診受診者デー
タ、医療・介護保険データのデータセットへ
の追加入力などを行い、さらに介護予防健診
未受診者調査を実施した。平成 21 年度にお
ける草津町の 65 歳（年度年齢）以上の住民
は 2,167 人であったが、そのうち 625人が介
護予防健診を受診したので、未受診者調査で
は、残りの 1,542 人を調査対象とし、65歳以
上 70 歳未満（502 人）については郵送調査形
式、70 歳以上については地元調査員による訪
問調査形式を採用した。調査票において未回
答が多い場合などには、電話や訪問による聞
き取りによって対処した。郵送調査の回収率
は 85.9%（431人/502人）、訪問調査では 90.4%
（940/1,040）であった。本調査から得られ
た結果を上記データセットに追加入力した。
さらに、平成 23 年度においても同調査を同
方法で 10月～11月に実施した。応答率は 65
歳以上 70歳未満が 76.6%（1,794/2,343）、70
歳以上が 78.3%（1,834/2,343）であった。本
調査における欠票は 177票であったが、全体
的には 88.9%（1,371/1,542）と高い回収率を
得ることができた。本調査で得られた高齢者
の健康情報もデータセットに追加入力した。
介護予防健診未受診者調査のデータは草津
町の介護予防の中核である介護予防健診の
評価（経済的評価）のためにも必須である。
また、平成 22 年度介護予防健診受診者・結
果報告会参加者のデータ、平成 23 年度にお
ける同データ、さらに研究期間中の中の 65
歳以上高齢者の医療・介護費用もデータセッ
トに追加入力した。本研究においては、この
データセットを使用し、以下の分析を行った。 

すなわち、分析対象者を平成 22 年度 10月
に国民健康保険の医療サービスもしくは介
護保険サービスの使用が確認され、平成 18、
19 両年度の介護予防健診を受診し、さらに両
年度における健診結果報告会にも参加した
116 人（以下、参加群）と両年度において健
診、報告会いずれにも参加しなかった 523 人
（以下、非参加群）の計 639 人とし、両群間
における 4年後の月一人当たり総費用（医療
費＋介護費用）を比較した。 

統計学的方法は、平成 22年度の 10月にお
ける総費用を目的変数、性、平成 19 年度に
おける年齢、平成 18年 10月における総費用
を調整変数、上記の参加の有無を独立変数と
した重回帰分析を用いた。 

群馬県草津町における介護予防推進システム

住民（70歳以上高齢者）

にっこり健診（二次予防）
介護予防質問票、体力測定、もの忘れ検査

未受診者

介護予防事業（三次予防） 一次予防（健康教育、他）

いきいきアンケート調査（評価：70歳以上高齢者全員）

スクリーニング

健康寿命、老人医療費、介護保険財政



４．研究成果 
目的変数の正規性を考慮し、平成 22 年 10

月の総費用は対数変換を行ったうえで重回
帰分析を行った結果、介護予防健診を受診し、
その結果報告会にも参加することにより、4
年後の高齢者一人当たり総費用は約 37%有意
に抑制されていた（p=0.002）。平成 22 年 10
月の総費用の分析対象者における一人当た
り平均総費用は約 100,000円であり、草津町
における介護予防推進システムによる総費
用抑制額は約 37,000 円と推計された。さら
に、草津町の行政職員へのヒアリング調査に
より、平成 22 年度における一連の介護予防
システムにかかった費用は一人当たり約
7,000 円と考えられ、このことにより、草津
町における介護予防推進システムの純便益
（費用対効果）は月一人当たり約 30,000 円
と推計された。 
今回は、群馬県草津町の介護予防推進シス

テムの中核である介護予防健診を 2年続けて
受診し、それに続く健診結果報告会にも 2 年
続けて参加した高齢者と、同じ 2 年間に健
診・報告会とも受診・参加しなかった高齢者
との間で 4年後の総費用を比較することによ
り、同システムの経済的な評価を行った。他
の介護予防事業の参加者なども分析対象と
するなど、データを整備したうえでより広範
な同システムの経済的評価を行うことが今
後の課題である。 
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